













頃まで確認できるこ も考慮に入れ、日記全体の最終的な成立年は、後深草天皇が退位した正元元年以降、 が ていた建治三年あたりまで、と考えてよいだろう。　
従来、 『弁内侍日記』は「微笑の文学」とも称され、 作者が若かっ
たため、また、作者の無邪気な性格ゆえに明るく書かれてい だ、と捉えられてき 。近年ではそればかりではないと う見方 強まり、例えば松本寧至氏
⑴
は日記の記録性という部分に着目し、後深草













































俗に「をかしの文学」と称されるのは『枕草子』である。時代の違い、日記と随筆と うジャンルの違い、内裏女房と後宮女房 いう違いこそあれ、明るさ 一点において、性質の共通性を見出すこができるのだ。しかし、この両作品の共通点は、内容の明度ばかりではない。実は、作者が仕える主人の境遇 ひ て 、作者の境遇が、非常によく似ている いえる である。（二）後深草天皇　
周知のように、 『枕草子』の作者清少納言が心を尽くして奉仕し















まして後白河・後鳥羽二代は目出き御事共も多、末代の佳例にこそ引まゐらせたれども、うき事をも御覧ぜられしに、故院（の）御代は波も風もたゝず、都の中殊に穏かに、三十一年保せ御坐す事、ありがたき程の聖運にてぞわたらせ給うへ、叡慮柔和にうけて、御慈悲をさ とせり。万づにつけて 情ふかく御坐せば、公家も武家も異心異事の心もなく、一すぢに聖慮の貴事を深く仰奉りしかば、さらでだに嘆かしかるべき御事 、いとゞ思に色を添てぞ侍し。










年十二月には亀山 に皇子世仁が生まれるが 後嵯峨上皇は亀山天皇およびその子孫に期待 寄せ、煕仁親王を差し置いて、世仁親王を皇太子と定めた。そして、文永九年
（一二七二）
二月、後嵯峨



















人公でもある二条は、写経のために那智へこもり、母の形見の手箱を売って写経のための資 換え、さら 父 形見の硯までも手放す。この那智の山にて、二条 「うちまどろみた 暁方の夢」に、後深草院が現れる ある。父の雅忠に、後深草院 出御の最中である
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と告げられて、院の姿を見ると、院は「右の方へちと傾かせおはしましたるさま」 である。 この様子を不思議に思った二条が、 父に 「十善の床を踏みましましながら、いかなる御宿縁 て御片端はわたらせおはしますぞ」と尋ねると、雅忠は次のように語る。
あの御片端は、いませおはしましたる下に、御腫物あり。この腫物といふは、我らがやうなる無知の衆生を多く後へ持たせたまひて、これを憐みはぐくみおぼしめすゆゑ、なり。全くわが御過りなし。


















草天皇は身体が弱かったと推測されるが、 『弁内侍日記』の幼帝は、病気の気配などなく、健康そ もののようにカモフラージュされている。これは、天皇にとって不都合なことを記さず、最小限の文章のなかで威信を保たせた弁内侍の、 「内侍」という立場ゆえの執筆姿勢といえるだろう。　
だが、 『弁内侍日記』は決して天皇不在の日記ではない。内侍と






















「月明かりし夜」だと明言していること、場所が天皇の御殿である「清涼殿」 であることの意味は大きい。一首目の歌は、 「すむ」 を 「澄む」 「住む」の掛詞とし、この内裏に住まれる主上を万世までも照らさんとする、月 誓いを詠み込んだものと考えられる。少将内侍はこれを受けて第二首目の歌 む。我が君との契りがあって澄んでいるに違いない月の光までも、この空に際立ち、秋の万世をも約束しております、 なろうか。第三首目 歌は、隆親（公親の誤写か）を含む殿上人達のことを「 にともなふ雲の上人」 表現する。つまり、弁内侍 こで月を主上になぞらえて詠んでいるのである。月が「万世までも」と約束してもまだ十分 はないほど す、満月のような我が君と、君に連 添う皆様方は、と解釈できるだろう。　
この歌からも、弁内侍が「満月のような帝」という意識を持って
いたことがわかる。 『 日記』には天皇描写が極端に少ないが、それは身体があまり強くなかった後深草天皇を守 ため 弁内侍の配慮と考えられる。そして、天皇を直接描かない代わり 天皇も重ね合わせ得る、明るく冴え渡った月を何度も登場させていたのである。　
弁内侍は後深草天皇とそ 御世を再生すべく筆をとった。本節に



































連歌が貴族や僧侶の間で流行するにつれて、連歌の専門家らしい者が出現していることは注目すべきで、信実のごときは、明月記によると定家の出席している連歌会の大部分に顔を見せている。これは信実が諸方の連歌会に相当頻繁 招かれていることを示すもので、連歌会には欠くことのできない存在であったことを意味 る あろう。
　
後嵯峨院の治世下、沈滞していた宮廷文化は息を吹き返し、また





れている。後嵯峨院の御幸の際、弁内侍・少将内侍は御連歌のために御車に召された。御車が出ようか いうときに、お供の為氏が花瓶に立てられた桜の枝を手折る。それを御覧 な が「為氏が花をぬすむに、連歌一つしかけよ」と仰せになる。このとき弁内侍が詠んだ上句について、 『井蛙抄』は「取あへぬ時分の狂句ながら、こまかに付たる。誠達者の所為也云々」と締めく っている。　
鎌倉時代初期、後嵯峨院の歌壇にあって院に目をかけてもらって




て頻繁に連歌会に参加していた。連歌会の様子は、 『弁内侍日記』からもうかがえる。公式な会ではないが、後嵯峨院・弁内侍・少将内侍の三人だけで余興 開かれた連歌会の様子が記されている。会ののち、大納言三位に「この恋草の御 、思ひ出なるべし。その由の歌よみて、家の集などに書かるべし」といわれていることは、本日記 位置づけや執筆動機を考える上でも重要である。このエピソードの連歌は鎖連歌だが、本日記には短連歌 散見さ 中納言典侍が何となく「舟のとまりは ほぞ恋しき」と口ずさんだもに、弁内 「湊川波のか りの瀬戸荒れて」とつけ エピソード（四二段）があり、即座に句をつけてみせた瞬発力が冴える。八五段「鶏合せ」では、公忠と公保が鶏を合わせた折、公忠の鶏が踊りはねるのを見て、公相 久方の空踊りこそを しけれ 連歌の上の句のつもりで詠みかける。しかし、公忠は れ 気付かず「さこそ」と普通に返事をしてしまう こ 件を「 かし」と記す弁内侍はもちろん、公相が付句を求めていた とに気付いていた。もし弁内 に詠みかけられた句 あったなら、彼女 即座に下句 つけてみせたのではないだろうか。連歌作者として 弁内侍 感性 光る締めくくりとなって る。　
父の連歌作家としての活動は、弁内侍と少将内侍を連歌の世界へ
引き入れた。また、それが後嵯峨院の目に留まり、二人 才能 院のもとでさらに磨きがかけられる。磨かれた才能 どこかに表出したいと考えるのは、作家の本能 あ 『弁内侍日記』は短い章段の連なりであり、音読すれば小気味よくリズム感がある。また、所々に機知や即応 諧謔を散りばめながら、宮廷生活 筆録されて






ろうか。多くは自分のために綴るのだろ が、我が子の成長記録友達との交換日記というのもあるだろう。他者の目に触れさせないようにと、机の引出しに鍵をかけて保管して 人もいれば、インターネットを通じて不特定多数の読者に公開 る人もいる。『弁内侍日記』は、弁内侍のためだけに書かれたものではない。彼女が筆を下ろした きより、当代・後代にかかわらず、誰かに読まれる可能性 少しも考えな ったはずはない ある。　
弁内侍は直接的に天皇を描くことをせず、 「書かない」ことで天




折しも連歌が流行りはじめたこの時代、信実が連歌会に再三参加していたことで、その娘である弁内侍・少将内侍も才能を開花させた。『弁内侍日記』にどこまで連歌が浸透しているか。それは後考を俟たねばならないが、姉妹を歌合や連歌会のような場に引き出した信実の存在が、弁内侍の日記執筆を促したことはほぼ間違いない。さらには、信実だけでなく、少将内侍が身近にいたことは大き と思われる。姉妹の両者とも、 『続後撰集』以下の勅撰集に四十五首入集しており、気軽に歌を詠みかけられる仲間 った。同時に、よき競争相手でもあったことだろう。そんな二人の様子は、院政期、ともし火の薄明かりのなかで句を重ねた女流歌 姉妹を彷彿とさせる。　
内侍としての弁内侍と、連歌作者としての弁内侍が綴った世界は

























井上宗雄全訳注 増鏡（上） 』 （講談社
　
昭和五十四年）
⑹
　
久保田淳校注『新編日本古典文学全集
　
四七』 （小学館
　
平成十一年）
⑺
　
辻勝美
[ ほか
] 校注『中世日記紀行文学全評釈集成
　
第一巻』 （勉誠出
版
　
平成十六年）
⑻
　
三木紀人訳注『今物語』 （講談社
　
平成十年）
⑼
　
木蔵才蔵『連歌史論考
　
上』 （明治書院
　
平成五年）
⑽
　
野中和孝『井蛙抄』 （和泉書院
　
平成十八年三月）
